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北海道の建設業の現状と課題

＜建設会社過多による競争激化＞
・近年、公共投資額が半分になるが、建設業者数・就業者数はやや低減

＜建設業の倒産件数の増加＞
・近年は年間200件前後で推移してきたが、平成２０年に増加（279件）

＜地域の小規模な建設業者の経営が苦境＞
・地域に存在する小規模な建設業者の営業利益率が低く、近年はマイナス傾向

近年の北海道の建設業は経営的に厳しい状況
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北海道の建設業の現状と課題

＜社会資本整備の整備・維持管理＞
・道路や河川等の社会資本基盤を整備
＜災害応急対策・復旧対策＞
・技術者や資機材を保有し、まっ先に危険地域・災害地域へ急行
＜地域の主要な産業＞
・地域における建設業者数・就業社数の割合は高く、地域経済・雇用を支える基幹産業

引き続き北海道の地域社会に貢献するため、
時代の変化に的確に対応した新たな取組の促進が必要

建設業は地域において多様な役割を担う

○地域の生活に密着（社会資本基盤の整備・維持管理、除雪活動）
○地域の安全・安心に直結する活動（災害復旧・復興活動）
○地域経済・雇用の確保（地域の主要な産業）
○独自の技術力（現地施工、寒地技術）
○地域密着型の産業形態（地域に関する知見・ノウハウ、地域活動）

＜広大な面積と低密度の人口＞
・北海道の人口は全国の約４％であり、国土の約２２％を管理
＜浅い開発の歴史＞
・明治時代の北海道開拓使に始まり、戦後の北海道開発の歴史も６０年
＜積雪寒冷地＞
・降雪による工期等の制約の中で施工し、冬期間は雪害との闘い

北海道の建設業は、北海道の地域的特殊性を克服

建設業は地域密着型の産業
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北海道の社会資本整備

北海道は広大で人口低密度な地域北海道は広大で人口低密度な地域

人口 ５６２万人（全国の４．４％） 面積 ８．３万km2（全国の２２．１％） 人口密度 ７１．８人/km2（全国４７位）

出所）総務省「平成１７年国勢調査」、国土地理院「都道府県別面積調（平成２０年）」

※面積に歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島を含むが、人口密度は当該面積を除いて算出

この広大な大地の社会資本整備に北海道の建設業者は大きく貢献この広大な大地の社会資本整備に北海道の建設業者は大きく貢献

このような社会資本の整備の上に、今日の食料供給このような社会資本の整備の上に、今日の食料供給基地基地、観光立国の一大拠点としての北海道、観光立国の一大拠点としての北海道

道内には１１の空港（都道府県別最多）

面積当たりの道路延長

高速道路の供用延長の推移

出所）国土交通省「道路統計年報２００８」 出所）全国高速道路建設協議会「高速道路便覧２００７」

○食料自給率 ２０１％（１７年度） ○訪日外国人来道者数 ７１万人（１９年度）出所）農林水産省 出所）北海道庁「北海道観光入込客数調査報告書

札幌～稚内 ３９６km ４：５８ (ＪＲ特急）
東京～博多 １，１７５km ４：５５（新幹線）

※離島を除く

都市間の移動時間
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雪害への対応事例


